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　 特 集  英語が苦手な生徒への支援
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（青森県八戸市立白山台中学校）

河 原 木 か つ 子

「音読」と「書く」を大切にして
つまずく生徒を支援

１．はじめに

　小学校外国語活動では，子どもたちは「聞く」「話

す」の活動を中心に，英語の単語や文を聞いたり，

話したりしながら，簡単なやり取りをし，また，ク

ラスやグループの中で英語を使ってのゲームにも取

り組んでいる。そのため，外国語活動を楽しく感じ

ていた子どもが多いと思われる。

　一方，中学校の英語科では，「聞く」「話す」に，「読

む」「書く」の学習が加わり，さらに「正確さ」が求め

られることになる。生徒は，その求められるものの

質や量の違いに，とまどうことが予想される。この

とまどいを予想して授業を進めないと，生徒はつま

ずき，意欲が低下することも考えられる。

　「読む」「書く」を習得するためには，継続した努力

が必要である。例えば，中学校での文字の導入時に

ついて考えると，小学校では扱っていなかった「読

む」「書く」は，生徒にとっては魅力的だ。外国語活

動で，ある程度の英語を聞いたり，伝えたいことを

英語で言えるようになったと感じている生徒たち

は，今度は英語を読んだり書いたりできるようにな

りたいと望んでいるであろう。これらが簡単にでき

るようになると考えている生徒もいるかもしれな

い。しかし，彼らは学習してみると，日本語とは違

い，アルファベットを覚えたからといって，すぐに

単語が読めるようになるわけでも，書けるようにな

るわけでもないということがわかってくる。やは

り，文字と音を結びつけて繰り返し発音する中で，

その単語や英文が読めるようになり，何度も書く練

習をして，その単語や英文を書けるようになるので

ある。

　生徒が，意欲をもってその努力ができるようにな

るまで，時間をかけ，工夫して指導する必要がある

と考えている。小学校外国語活動で音声での指導は

できていると思って，すぐに覚えて書けるようにな

ることを生徒に求めると，生徒はとまどい，つまず

き，意欲が低下するのではないかと危惧する。

２．予想されるつまずきへの指導・支援

（1） つまずきへの指導・支援の基本理念

　生徒は基本的に「自分を認めてほしい」という思

いをもっている。そのため，できるだけ授業前に家

庭学習（宿題）の点検をし，努力を評価し，学習意

欲を継続させるように努めている。家庭学習をやれ

なかった生徒にはやれなかった課題を学校でやるよ

うにしむけ，やれるという自信をもてるように支援

する。継続した努力が「できる」につながることを

理解させる。

　指導者は，生徒がどの場面で理解できずにとまど

うのか，どの場面で進めなくなってしまうのか，意

欲を低下させてしまうのか等を予測し，指導計画を

立てる際に手立てを考えておく必要がある。

（2） 文字と音とのマッチング

　入門期に小学校で学習したローマ字（訓令式）と

中学校英語のローマ字（ヘボン式）との違いにとま

どう生徒を多く目にしてきた。これが，入門期の

最初のつまずきであると考える。shi, chi, tsu, 

fu, cha, jaなどを定着させる手立てとして，日本

語 が 英 語 に な っ て い る sushi, tofu や 地 名

Hachinohe, Osaka, Hokkaidoなどを繰り返し

練習させ，書けるように励まし，苦手意識のある

生徒には練習に寄り添い，小テストやコンテスト

で何度も確認をしながら，1学年の 5月中にはヘ

ボン式ローマ字が書けるように支援する。その後

は，NEW CROWN（以下NC）の SOUNDSでフォ

ニックスの規則性が身に付くように指導する。文字

と音とを繰り返し結びつける中で規則性を理解し，

単語を発音する中で読んだり書いたりできるように

なるのである。英語学習において，英語が読めるこ

とは大切である。それは，英語が読めないと，書け

るようになるのは難しいと考えるからである。

（3） 音読の継続

　音読を継続して取り組むこと，すなわち，読みを

鍛えることは，英語学習においてはとても大切であ

る。生徒が文字を見て発音する機会を多くもつこと

が必要で，単語や基本文の読みをゲームとして授業

の中に設定するとよい。ビンゴゲーム形式でやると

楽しみながら取り組むことができる（資料 1）。

　また，NCの GETの本文や対話文は暗記を目標

に音読練習をさせている。生徒の能力に応じてス

テップを踏んで読めるように，ゴールには暗記を掲

げ，右のような本文のワークシートを使っている（資

料 2）。つまずく生徒も自分のレベルに応じて進め

ることができるし，本文を自分が言えるという成就

感をもつことができる。繰り返していくうちに，レ

ベルを上げて，暗記レベルまで達する生徒が増えて

くる。「わかった」「できた」の喜びが英語学習の意欲

につながると信じている。

（4） 基礎基本は語順

　NCの各LessonのGETで基本文の定着を図り，

Skill-gettingをめざしている。Drillで基本文の練

習をするとき，英語と日本語の語順が異なるので生

徒はつまずくことが多い。英語文法の基礎基本は

「語順」と考える。そこで，常に生徒に語順を意識さ

せるようにしている。「語順シート」なるものを提示

し，語順を意識して英文を話したり，書いたりでき

るようにしている。Word Cornerで語彙を補充

し，Skill-using活動へとつなげ，自己表現の幅を

広げることができる（資料 3）。

（5） 基礎基本を精選して「書く」活動

　授業で学習した本文から基礎基本となる文を精選

し，音読しながら家庭でノートに「書く」ことを課

題としている。1年生から継続しているので学年が

進むにつれて抵抗感がなくなってくる。もちろん，

家庭学習はチェックし，評価する。Lessonの終わ

りには，単元テストをし，基礎基本の定着を図る。

３．おわりに

　基礎基本を精選し，「音読」と「書く」を大切にして，

英語学習を進めていけば，つまずく生徒を救うこと

ができ，さらに「できる」という成就感を味わわせ

ることができると確信している。

資料１
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オ レ ン ジ ジ ュ ー ス は い か が で す か ？
あなたの家に友だちが来ました。いろいろなごちそうで、もてなしてあげましょう。

☆次の２２品の中から自分がほしいものを１６個選び、シートに１つずつ好きな枠に英語で書き入れる。

☆ 交互に相手に２２品の中から１つずつ勧める。勧められたものが自分のシートの中に書き込んであれ

ば、Yes, please. と言って○をつける。なければ、No, thank you. と言うだけ。先に○が１列そろった

方の勝ち。
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Lesson 7 Good Presentations ～GET Part 1 ～ (教科書P. 78）

[ L e ve l A ] ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

This table shows some high mountains

around the world.

Mt Kilimanjaro is higher than Mt Fuji.

It is the highest mountain in Africa.

Can you name the highest mountain

on each continent?

[ Le ve l Ｂ ] ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

This table (s ) some ( h ) mountains

(a ) the world .

Mt Kilimanjaro is (h ) (t ) Mt Fuji.

It is (t ) (h ) mountain in Africa.

Can you (n ) the (h ) mountain

on (e ) continent?

[ Leve l Ｃ ] ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

This table ( ) some ( ) mountains

( ) t h e wo r l d .

Mt Kilimanjaro is ( ) ( ) Mt Fuji.

It is ( ) ( ) mountain in Africa.

Can you ( ) the ( ) mountain

on ( ) continent?

[ L e ve l Ｄ ] ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

この表は世界中のいくつかの高い山を指しています。

キリマンジャロ山は富士山より高いです。

それはアフリカで一番高い山です。

あなたは各大陸で一番高い山の名前を挙げることができますか。

資料 2

資料 3
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語 順 シ ー ト
だ れ が /は ～ す る だ れ に 何 を どのように ど こ で い つ

[主語 S] 助動 詞 [動詞 Ｖ] [目的語 O] [目的 語 O] [副 詞 ] 場 所 時

Ｉ w i l l give you a present
show him my album
write her a letter
send Ken an e‐mail
teach Emi math
buy you a watch
make him lunch
sing her a sing
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